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平
成
二
二
年
六
月
二
〇
日
（
日
）

に
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
第
二
三
回
東
播
磨
地
区
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
友
人
、
家
族
な
ど
た
く
さ

ん
の
応
援
が
見
守
る
な
か
、一
〇
チ
ー

ム
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
七
隊
、
消
防

　

平
成
二
二
年
七
月
四
日
（
日
）、
播

磨
科
学
公
園
都
市
「
木
戸
口
公
園
」

に
お
い
て
、
第
二
三
回
西
播
磨
地
区

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
大
雨
と
は
一
転
、
灼
熱
の

太
陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
と
も
に
六
隊
ず
つ

出
場
し
、
消
防
操
法
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
競
技
途
中
に
昨
年
度
全

　

八
月
八
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

第
二
三
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
ま

で
、
一
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。

　

六
月
中
旬
～
七
月
中
旬
に
か
け

て
、
県
大
会
へ
の
出
場
隊
を
決
め
る

各
地
区
の
消
防
操
法
大
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
地
区
大
会
も
各
市
町
の

選
抜
チ
ー
ム
に
よ
る
接
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
み
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
県
大
会
へ
出
場
す
る
消

防
団
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。
県

大
会
へ
出
場
さ
れ
る
各
消
防
団
は
こ

れ
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
十
二
分
に

発
揮
さ
れ
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

勝
ち
取
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　『
兵
庫
消
防
』
編
集
事
務
局
は
各
地
区
の
精
鋭
達
の
奮
闘
ぶ
り
を
取
材
す
べ
く

現
地
へ
向
か
い
ま
し
た

～
第
二
三
回

�

各
地
区
消
防
操
法
大
会
結
果
速
報
！
～

〜
突
撃
取
材
〜

強
者
達
よ
・
・
・
こ
の
地
に
集
へ

結
　
　
果   

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

稲
美
町
消
防
団

 

母
里
北
分
団
野
寺
部

二
位　

播
磨
町
消
防
団

 

Ｂ
チ
ー
ム

三
位　

播
磨
町
消
防
団

 

Ａ
チ
ー
ム

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
勝　

加
古
川
市
消
防
団

 

上
荘
分
団

結
　
　
果   

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

た
つ
の
市
消
防
団

 

龍
野
第
一
〇
分
団

二
位　

宍
粟
市
消
防
団

 

山
崎
支
団
第
七
分
団

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
勝　

た
つ
の
市
消
防
団

 
龍
野
第
一
分
団

二
位　

赤
穂
市
消
防
団

 
第
四
分
団

ポ
ン
プ
自
動
車
三
隊
）
が
出
場
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
で
は
稲
美
町
消
防
団
母
里

北
分
団
野
寺
部
が
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
部
で
は
加
古
川
市
消
防
団
上

荘
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た

赤
穂
市
女
性
消
防
団
「
サ
ク
ラ
」
に

よ
る
軽
可
搬
式
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露

さ
れ
、
観
客
の
声
援
を
湧
か
せ
ま
し

た
。

　

接
戦
の
結
果
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

の
部
で
は
、
た
つ
の
市
消
防
団
龍
野

第
一
〇
分
団
が
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
部
で
は
、
た
つ
の
市
消
防
団
龍

野
第
一
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。

　

平
成
二
二
年
六
月
二
七
日
（
日
）

に
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
第
二
三
回
中
播
磨
地
区
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
曇
り
空
を
吹
き
飛
ば
す
ほ

ど
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

出
場
隊
は
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

　

平
成
二
二
年
七
月
一
一
日
（
日
）

午
前
八
時
よ
り
兵
庫
県
広
域
防
災
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
三
回
北
播
磨

地
区
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
、

競
技
中
に
激
し
い
雨
が
降
り
出
し
、

強
風
が
出
場
選
手
を
襲
い
ま
し
た

結
　
　
果   

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

福
崎
町
消
防
団 

庄
分
団

二
位　

神
河
町
消
防
団

 

作
畑
新
田
分
団

三
位　

市
川
町
消
防
団

 

坂
戸
分
団

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
勝　

神
河
町
消
防
団

 

越
知
分
団

二
位　

福
崎
町
消
防
団

 

新
町
分
団

三
位　

網
干
消
防
団 

旭
陽
分
団

結
　
　
果   

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優
勝 

多
可
町
消
防
団

二
位 

小
野
市
消
防
団

三
位 

西
脇
市
消
防
団

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
勝 

多
可
町
消
防
団

二
位 

加
西
市
消
防
団

三
位 

西
脇
市
消
防
団

部
五
隊
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

九
隊
、
合
計
一
四
隊
が
鎬
を
削
り

合
っ
た
結
果
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

部
で
は
、福
崎
町
消
防
団
庄
分
団
が
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
、
神

河
町
消
防
団
越
智
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
ま
し
た
。

が
、
そ
れ
に
も
負
け
な
い
気
迫
の
あ

る
操
法
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
場
隊
は
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
と
も
に
六
隊
ず
つ
が
出
場
し
、
多

可
町
消
防
団
が
二
冠
を
制
し
ま
し

た
。

第
二
三
回
東
播
磨
地
区
消
防
操
法
大
会

第
二
三
回
北
播
磨
地
区
消
防
操
法
大
会

第
二
三
回
中
播
磨
地
区
消
防
操
法
大
会

第
二
三
回
西
播
磨
地
区
消
防
操
法
大
会

表彰式の様子

小型動力ポンプ操法の様子

 第 23 回兵庫県消防操法大会への出場隊
平成 22 年 7 月 12 日現在

地 区 名
県大会への出場隊

ポンプ車の部 小型ポンプの部

神 戸 地 区 出 場 な し
神 戸 市 北 消 防 団 Ａ

神 戸 市 北 消 防 団 Ｂ

阪 神 地 区 伊 丹 市 消 防 団 尼 崎 市 消 防 団

東播磨地区 加 古 川 市 消 防 団 稲 美 町 消 防 団

中播磨地区 神 河 町 消 防 団 福 崎 町 消 防 団

北播磨地区 多 可 町 消 防 団 多 可 町 消 防 団

西播磨地区 た つ の 市 消 防 団 た つ の 市 消 防 団

但 馬 地 区 養 父 市 消 防 団 香 美 町 消 防 団

丹 波 地 区 丹 波 市 消 防 団 篠 山 市 消 防 団

淡 路 地 区 （地区大会優勝隊） （地区大会優勝隊）

小型動力ポンプ操法の様子消防ポンプ車操法の様子
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平
成
二
二
年
六
月
一
四
日
、
舞
子

ビ
ラ
神
戸
に
お
い
て
、
平
成
二
二
年

度
兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

■
兵
庫
県
ま
と
い
会

組
織
概
要

　

県
下
全
域
に
熟
練
し
た
自
主
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
地
域
の
既
設
自
主
防
災

組
織
の
充
実
・
強
化
及
び
未
組
織
地

域
の
組
織
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
六
一
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
幹
部
Ｏ
Ｂ
及
び
現
役
消
防

団
幹
部
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
県
下
で
、
七
〇
〇
名
を
超
す

会
員
数
を
有
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
（
平
成
二
一
年
度
）

①
研
修
会
の
実
施

　

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部

　

事
務
局
長
（
元
兵
庫
県
防
災
監
）

　
　

東
田　

雅
俊
氏
に
よ
る
講
演

　
　
「
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
」

②
防
災
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

　

 

ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
配
布

　

理
事
会
の
主
要
議
題
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
一
号
議
案

　
 

平
成
二
一
年
度
事
業
報
告
及
び
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

　

 

平
成
二
二
年
度
事
業
計
画
及
び
歳

出
歳
入
予
算
に
つ
い
て

　

な
お
、
第
二
号
議
案
に
も
あ
る
と

お
り
本
年
度
、
ま
と
い
会
の
役
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
加
西

市
支
部
の
松
本
芳
男
さ
ん
が
引
き
続

き
会
長
職
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
兵
庫
県
ま
と
い
会
新
役
員
】

◎
会　

長

　

北
播
磨
地
区

　
　

加
西
市
支
部 

松
本　

芳
男

◎
副
会
長

　

神
戸
地
区

　
　

神
戸
市
支
部 

西　
　

信
一

　

阪
神
地
区

　
　

川
辺
郡
支
部 

福
田　

富
夫

　

東
播
磨
地
区

　
　

明
石
市
支
部 

石
井　

清
水

　

中
播
磨
地
区

　
　

神
崎
郡
支
部 

坂
田　

義
明

　

西
播
磨
地
区

　
　

た
つ
の
市
支
部 

森
川　

展
宏

　

但
馬
地
区

　
　

朝
来
市
支
部 

習
田　

晴
夫

　

丹
波
地
区

　
　

篠
山
市
支
部 

酒
井　

好
文

　

淡
路
地
区

　
　
南
あ
わ
じ
市
支
部 

榎
本　

政
實

◎
監　

事

　

但
馬
地
区

　
　

養
父
市
支
部 

内
田　

政
雄

　

丹
波
地
区

　
　

丹
波
市
支
部 

松
山　

修
治

　

す
で
に
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お

り
、
宮
崎
県
に
お
い
て
、
口
蹄
疫
発

生
に
よ
り
畜
産
農
家
に
大
き
な
被
害

が
生
じ
て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
々
の
中
に
は
消
防
団
員

も
多
数
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
般

　

各
地
区
の
団
長
を
御
紹
介
し
ま

す
。

（
平
成
二
二
年
度
七
月
一
日
現
在
、

敬
称
略
）

神
戸
地
区

　

神　

戸　

市

　
　

東　

灘 

伊
藤　

繁
夫

　
　
　

灘 

伊
藤　

眞
彦

　
　

中　

央 

深
井　
　

勲

　
　

兵　

庫 

伊
庭　

勝
一

　
　
　

北  

祢
木　

和
明

　
　

長　

田 

濵
嵜　

爲
司

　
　

須　

磨 

高
木　

優
和

　
　

垂　

水 

佐
藤　

博
司

　
　

 　

西 

北
井　

道
男

　
　

水　

上 

渡
邉　

真
二

阪
神
地
区

　

尼　

崎　

市 

井
内　
　

進

　

西　

宮　

市 

吉
田　

昭
光

　

芦　

屋　

市 

岸
本　

重
男

　

伊　

丹　

市 

岸
谷　

義
雄

　

宝　

塚　

市 

古
東　

宏
之

　

川　

西　

市 

大
西　

信
昭

　

三　

田　

市 

畑　
　
　

勇

　

猪
名
川
町 

福
田　

康
司

東
播
磨
地
区

　

明　

石　

市 

荻
野　

忠
志

　

加
古
川
市 

後
藤　

政
義

　

高　

砂　

市 

作
間　

尚
義

　

稲　

美　

町 

橘　
　

剛
司

　

播　

磨　

町 

田
中　

廣
治

中
播
磨
地
区

　

姫　

路　

市

　
　

姫
路
東 

坪
田　
　

裕

六
月
二
六
日
か
ら
の

　
　
大
雨
に
よ
る
被
害

�

兵　

庫　

県

お
持
ち
で
す
か
？

　
　
　「
消
防
団
員
の
証
」

�

県
協
会
事
務
局

　

六
月
二
六
日
か
ら
の
大
雨
の
影
響

に
よ
り
、
県
で
は
、
二
六
日
の
早
朝

か
ら
警
戒
準
備
体
制
を
と
る
と
と
も

に
、
同
日
一
六
時
一
五
分
よ
り
県
災

害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
全
庁
的
な

警
戒
体
制
を
し
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

各
市
町
に
対
し
水
位
情
報
等
を
提
供

　

県
協
会
で
は
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般

住
民
の
方
に
消
防
団
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
消
防
団
員
の
い

る
家
の
玄
関
口
等
に
掲
示
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
と
し
て
、
新
た
に
入
団

さ
れ
た
団
員
の
方
々
一
人
ひ
と
り
に

「
消
防
団
員
の
証
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
市
町

役
場
の
消
防
団
事
務
局
ま
で
ぜ
ひ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

姫
路
西 
梅
元　

義
昭

　
　

飾　

磨 
富
田　

重
二

　
　

網　

干 

春
木　

壽
朗

　
　

家
島
町 

上
西　

一
夫

　
　

夢
前
町 

栗
林　

忠
道

　
　

香
寺
町 

久
斗　

譲
二

　
　

安
富
町 

梅
田　

善
幸

　

市　

川　

町 

花
桐　
　

司

　

福　

崎　

町 

大
野　

孝
朗

　

神　

河　

町 

松
本
日
出
一

北
播
磨
地
区

　

西　

脇　

市 

籔
根　
　

隆

　

三　

木　

市 

中
西　

君
一

　

小　

野　

市 

小
林　

正
幸

　

加　

西　

市 

吉
田　

秀
貴

　

加　

東　

市 

常
峰　
　

登

　

多　

可　

町 

梶
間　

信
明

西
播
磨
地
区

　

相　

生　

市 

河
合　
　

勝

　

た
つ
の
市 

田
中　
　

旭

　

赤　

穂　

市 

望
月　

昌
次

　

宍　

粟　

市 

春
名　

玄
貴

　

佐　

用　

町 

松
田　

芳
夫

　

太　

子　

町 

嶋
澤　

清
美

　

上　

郡　

町 

松
本　

隆
雄

但
馬
地
区

　

豊　

岡　

市　

　
　

豊　

岡 

西
垣
豪
太
郎

　
　

城　

崎 

日
生
下
愼
一

　
　

竹　

野 

山
根　

昌
勝

　
　

日　

高 

長
岡　

健
美

　
　

出　

石 

藤
井　

正
昭

　
　

但　

東 
坂
岡　

政
昭

　

養　

父　

市 
淨
慶　

康
治

　

朝　

来　

市 

石
原　

武
士

　

香　

美　

町 

本
城　

繁
信

　

新
温
泉
町 

西
岡　

安
雄

丹
波
地
区

　

篠　

山　

市 

市
野　

哲
雄

　

丹　

波　

市 

足
立　
　

進

淡
路
地
区

　

洲　

本　

市 

竹
口　

弘
之

　

南
あ
わ
じ
市 

出
口　

智
康

　

淡　

路　

市 

向
内　

良
夫

宮
崎
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
発
生
に
伴
う

�

消
防
団
員
被
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

県
協
会
事
務
局

五
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
消

防
協
会
の
代
議
員
会
議
の
席
上
に
お

い
て
、
宮
崎
県
消
防
協
会
か
ら
全
国

の
消
防
団
関
係
者
に
対
し
て
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
宮
崎
県
消
防
協

会
に
お
い
て
義
援
金
口
座
が
次
の
と

お
り
開
設
さ
れ
た
旨
、
日
本
消
防
協

会
か
ら
平
成
二
二
年
五
月
一
五
日
に

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
宮
崎
県
消
防
協
会
よ
り

非
常
事
態
宣
言
の
一
部
が
七
月
一
日

に
解
除
さ
れ
、
収
束
に
向
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
七
月
三
〇
日
（
金
）

を
も
っ
て
閉
鎖
を
す
る
旨
連
絡
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
消
防

協
会
か
ら
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。

　

お
蔭
さ
ま
で
、
全
国
か
ら
多
額
の

義
援
金
の
送
金
が
あ
り
、
八
八
〇
万

円
（
七
月
七
日
現
在
）
余
り
に
も
な

り
、
報
告
と
お
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
情
報
は
、
日
本
消
防

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

す
る
と
と
も
に
、
注
意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。

　

県
下
各
地
で
人
的
被
害
、
住
家
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
神
河
町
で

二
六
ｍ
ｍ
、
南
あ
わ
じ
市
で
二
五
ｍ
ｍ

（
一
時
間
の
最
高
雨
量
）
を
記
録
し
、

各
地
で
道
路
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
情
報
は
兵
庫
県
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
か
ら
ご
欄
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

平
成
二
二
年
度

　
兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
開
催

 

兵
庫
県
ま
と
い
会
事
務
局

　
　
平
成
二
二
年
度

　
　
消
防
団
長
名
簿

理事会の様子

「消防団員の証」
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高
砂
市
は
県
の
南
部
に
位
置
し
、

北
は
遠
く
中
国
山
脈
の
支
流
を
仰

ぎ
、
南
は
瀬
戸
内
海
の
播
磨
灘
に
臨

み
、
市
の
東
端
を
加
古
川
の
清
流
が

南
北
に
走
り
、
そ
の
豊
か
な
水
利
は

優
れ
た
景
観
、
肥
沃
な
土
地
と
な
っ

て
市
民
生
活
の
大
き
な
根
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

結
婚
式
や
め
で
た
い
と
き
に
謡
わ

れ
る
、「
た
か
さ
ご
や
こ
の
浦
舟
に

帆
を
上
げ
て
・
・
」
で
は
じ
ま
る
謡

曲
「
高
砂
」
と
平
和
と
長
寿
の
象
徴

で
あ
る
「
尉
と
姥
」
の
い
わ
れ
の
発

祥
地
で
あ
る
高
砂
市
で
は
、
こ
れ
を

現
代
に
う
け
つ
ぎ
、
生
涯
の
な
か
で

　

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
笑
顔
に
つ

つ
ま
れ
る
中
、
平
成
二
二
年
二
月
七

日
、「
第
五
分
団
車
庫
竣
工
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

相
生
市
消
防
団
は
、
平
成
一
六
年

一
一
月
一
日
に
機
構
改
革
を
行
い
、

二
二
ヶ
分
団
か
ら
一
五
ヶ
分
団
に
再

編
し
ま
し
た
。

　

分
団
再
編
に
伴
い
、
四
ヶ
分
団
車

庫
の
新
築
が
必
要
と
な
り
、
消
防
団

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

一
六
年
度
か
ら
六
カ
年
計
画
で
分
団

車
庫
の
整
備
を
行
い
、
平
成
二
二
年

二
月
四
日
に
計
画
の
最
後
と
な
る

「
第
五
分
団
車
庫
」
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

こ
の
分
団
車
庫
は
、
旧
小
学
校
運

動
場
の
一
部
に
敷
地
面
積
三
三
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
面
積　

九
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
造
、平
屋
建
で
、

車
庫
・
団
員
待
機
室
に
ト
イ
レ
及
び

台
所
等
を
完
備
し
て
お
り
、
今
年
度

に
は
配
備
車
両
も
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
更
新

す
る
予
定
で
す
。

　

車
庫
敷
地
内
の
地
下
に
は
飲
料
水

兼
用
の
耐
震
型
貯
水
槽
を
整
備
し
て

お
り
、
有
事
の
際
に
は
ま
さ
に
地
域

の
防
災
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
分
団
車
庫
に
隣
接
す
る
道
路

は
商
業
施
設
が
建
ち
並
ぶ
メ
イ
ン
通

り
で
、
幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生
の

通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
車

庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
子
ど
も
に
も

 

“
ド
ー
ン
”と
い
う
音
と
と
も
に
、

床
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
衝
撃

が
き
っ
か
け
で
入
団
し
た
の
だ
が
、

私
に
と
っ
て
消
防
団
に
入
団
す
る
こ

と
は
す
ご
く
自
然
な
流
れ
で
、
何
の

違
和
感
も
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も

震
災
当
時
高
校
生
の
私
や
、
小
学
生

だ
っ
た
弟
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
消

防
団
に
感
銘
を
受
け
、
将
来
社
会
人

に
な
っ
た
ら
、
い
つ
か
は
団
員
と
し

て
地
域
に
何
か
お
返
し
が
し
た
い
と

い
う
強
い
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

今
年
で
団
歴
一
〇
年
目
。
夜
を

徹
し
て
の
消
火
活
動
、二
三
号
台
風
、

連
日
に
わ
た
る
行
方
不
明
者
捜
索
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
経
験
さ
せ

　

去
る
四
月
二
九
日
の
春
の
叙
勲
に

際
し
、
消
防
功
労
に
よ
っ
て
、
瑞
寶

双
光
章
を
授
か
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
と
安
心
を
願
っ
て
の
活

動
で
あ
り
、
望
外
の
栄
誉
で
し
た

が
、
単
に
、
在
団
中
に
頂
戴
し
ま
し

た
、
各
位
の
ご
厚
情
の
賜
物
に
他
な

ら
ず
、
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
二
六
歳
で
入

団
し
た
昭
和
四
一
年
当
時
の
消
防
団

は
、『
昭
和
の
合
併
』
以
前
の
機
構

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
た
め
、
団
員

定
数
は
千
人
を
越
え
、
分
団
数
も

三
九
に
及
ん
で
い
ま
し
た
が
、
装
備

の
近
代
化
等
を
目
指
し
、
昭
和
四
四

年
四
月
に
、
団
員
定
数
の
六
割
を
削

減
し
て
、
分
団
数
を
現
在
の
一
一
と

す
る
機
構
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
入
団
と
前
後
し

て
着
手
さ
れ
た
上
水
道
事
業
を
期
と

し
て
進
ん
だ
消
火
栓
の
整
備
、
昭
和

五
九
年
一
〇
月
の
常
備
消
防
整
備
な

ど
、
団
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
に
立

ち
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　

団
長
の
職
に
は
、
平
成
五
年
四
月

に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、
広
報
活
動

を
主
務
と
す
る
女
性
消
防
団
の
創

設
、
及
び
夜
間
放
水
な
ど
訓
練
内
容

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
体

調
面
の
問
題
も
あ
り
、『
平
成
の
合

で
目
を
覚
ま
し
た
。
同
時
に
天
井
か

ら
蛍
光
灯
が
降
っ
て
き
て
反
射
的
に

布
団
を
被
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。
す
ぐ
に
二
階
で
寝

て
い
た
弟
の
無
事
を
確
認
し
、
兄
弟

で
寝
間
着
の
ま
ま
家
を
飛
び
出
し
、

父
親
の
車
に
逃
げ
込
ん
だ
。
自
宅
は

全
壊
し
、
近
所
で
も
原
形
を
留
め
な

い
住
家
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、
数

日
ぶ
り
に
炊
き
た
て
の
コ
メ
を
食
べ

た
時
に
は
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
涙

が
出
た
。

そ
ん
な
震
災
か
ら
六
年
後
の
平

成
一
三
年
四
月
、
私
は
団
員
と
な
っ

た
。
先
輩
団
員
だ
っ
た
叔
父
の
勧
め

併
』
を
期
に
退
団
し
ま
し
た
が
、
現

豊
岡
市
は
、
市
域
が
七
〇
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
近
い
た
め
、
一
団
制
へ

の
移
行
は
、
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
の
判
断
か

ら
、
合
併
時
に
は
多
団
制
を
強
く
支

持
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
消
防
団
に

は
、
今
後
と
も
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
佐
用
町
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ひ
ょ
う
ご
防
災

リ
ー
ダ
ー
講
座
受
講
、
防
災
士
資
格

の
取
得
な
ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
き
た
。

と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
先
輩
団

員
か
ら
熟
練
さ
れ
た
技
術
、
火
災
現

場
で
の
的
確
な
判
断
な
ど
学
ぶ
こ
と

は
多
く
、
あ
の
時
必
死
に
な
っ
て
救

助
活
動
を
さ
れ
て
い
た
頼
も
し
く
も

憧
れ
の
存
在
に
は
遥
か
遠
く
及
ば
な

い
。

親
し
み
や
す
い
防
火
イ
ラ
ス
ト
を
描

き
、
火
災
予
防
に
も
役
立
つ
よ
う
特

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
消
防
団
は
「
地
域
に

密
着
し
た
消
防
団
」
を
理
想
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
竣
工
式
に
は
地
元

自
治
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に

案
内
し
、
約
三
〇
〇
人
の
方
が
出
席

し
て
祝
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
車
庫
の
見
学
や

消
防
車
と
記
念
撮
影
、
さ
ら
に
は
分

団
員
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
な
っ

て
餅
つ
き
を
行
い
、
つ
き
た
て
の
餅

や
う
ど
ん
を
振
舞
っ
て
、
地
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
分
団

車
庫
を
、
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

当
市
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
相

生
市
の
安
全
・
安
心
に
努
め
、
地
域

に
密
着
し
た
、
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ

る
消
防
人
と
し
て
、
さ
ら
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

「
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
」

　
　

高
砂
市
消
防
団
長

作
間　

尚
義

�

「
い
つ
か
一
人
前
の
団
員
に･･･

」

　

淡
路
市
消
防
団
一
宮
地
区

　

尾
崎
分
団
第
一
部
団
員

　

淡
路
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
隊
員

大
植
和
幸

　
「
地
域
の
防
災
拠
点
」

�

第
五
分
団
車
庫
が
完
成
　
　
　

相
生
市
消
防
団

○168

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈30〉〈30〉

�

「
消
防
団
活
動
を
振
り
返
っ
て
」

　

元
出
石
町
消
防
団
長　

浅
田　

展
弘

の
男
女
が
夢
を
か
た
る
ま
ち
を
イ

メ
ー
ジ
に
、
昭
和
六
三
年
七
月
に
ブ

ラ
イ
ダ
ル
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。

　

高
砂
市
消
防
団
は
、
現
在
、
一
消

防
団
七
分
団
六
七
五
名
の
消
防
団
員

で
組
織
さ
れ
、
各
分
団
が
一
致
団
結

し
、
団
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

作
間
団
長
は
、
昭
和
四
九
年
に
高

砂
市
消
防
団
に
入
団
し
、
様
々
な
災

害
現
場
で
活
躍
さ
れ
、
分
団
長
、
副

団
長
を
経
て
平
成
二
二
年
四
月
一
日

に
第
六
代
目
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

普
段
は
、温
厚
で
気
さ
く
な
方
で
、

若
手
団
員
に
も
気
軽
に
会
話
さ
れ
る

や
さ
し
い
団
長
で
す
が
、
団
員
の
規

律
、
訓
練
に
は
厳
し
く
、
穏
や
か
な

中
に
も
厳
し
さ
を
持
ち
あ
わ
せ
た
団

長
で
す
。

　

ま
た
、
団
長
は
、
有
事
の
際
の
災

害
対
応
の
み
な
ら
ず
、
更
に
一
歩
踏

み
込
ん
だ
専
門
的
な
知
識
を
習
得
す

る
た
め
、
消
防
団
員
対
象
の
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
、
団
員
に
受
講

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
若
手
団

員
の
手
本
と
な
る
よ
う
率
先
し
て
講

習
に
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
防
火
、
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
に
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

淡路市消防団ラッパ隊

新設された第5分団消防車庫

出来たての餅に長蛇の列

式典後に行われた分団員による餅つき



兵　　庫　　消　　防第  622  号 （昭和32年10月５日第三種郵便物認可） 平成22年７月15日 （毎月15日１回発行） （4）

　

海
、山
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
各
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
消
防
操
法
大
会
の
取

材
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
て
仕
事
を
終
え
て
、

夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励
ま
れ
た
皆
さ

ま
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、

県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ら
れ
た
出

場
各
隊
の
皆
さ
ま
、
大
会
ま
で
残
り

あ
と
わ
ず
か
で
す
の
で
、
悔
い
の
残

ら
な
い
よ
う
練
習
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。
県
大
会
当
日
に
、
暑
い
夏

を
吹
き
飛
ば
す
、
熱
戦
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

姫
路
西
消
防
団
は
、
姫
路
市
の
主

に
西
部
の
区
域
に
お
い
て
、
団
本
部

及
び
一
六
分
団
、
梅
元
団
長
以
下

五
四
五
名
の
団
員
で
組
織
さ
れ
、
日

夜
、
姫
路
市
の
中
心
部
か
ら
緑
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
ま
で
の
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
、
地
域
の
防
火
・

防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
消
防
団
の
区
域
内

は
、
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
代
表
と
も
い
え
る
書
写

山
圓
教
寺
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

書
写
山
圓
教
寺
（
し
ょ
し
ゃ
ざ
ん

え
ん
ぎ
ょ
う
じ
）
は
、
姫
路
市
街
の

北
西
に
位
置
す
る
書
写
山
（
標
高

三
七
一
メ
ー
ト
ル
）
の
山
上
一
帯
を

占
め
、
東
西
に
一
ｋ
ｍ
の
細
長
い
形

で
山
間
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
天

台
宗
の
修
行
道
場
の
寺
院
で
、
康
保

三
年（
九
六
六
年
）性
空
上
人
に
よ
っ

て
開
か
れ
、「
西
の
比
叡
山
」
と
よ

ば
れ
る
ほ
ど
寺
格
は
高
く
、
平
安
時

代
か
ら
天
皇
家
や
公
家
・
武
家
の
崇

敬
が
厚
く
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
建

造
さ
れ
た
多
く
の
堂
塔
が
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
国
三
三
所
観
音
霊
場
の

中
で
最
大
規
模
の
寺
院
で
、比
叡
山
、

大
山
と
と
も
に
天
台
の
三
大
道
場
と

並
び
称
さ
れ
た
古
刹
で
あ
り
、
全
国

か
ら
の
参
詣
者
や
観
光
客
が
絶
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

境
内
に
は
、
本
堂
に
あ
た
る
「
大

講
堂
」、
修
行
僧
の
寝
食
の
た
め
の

「
食
堂
（
じ
き
ど
う
）」、
常
行
三
昧

を
す
る
た
め
の
「
常
行
堂
」
の
三
棟

が
「
コ
」
の
字
に
並
ぶ
一
画
は
、
中

世
の
寺
院
景
観
を
現
在
に
伝
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
三
棟
を
総
称
し
て
「
三

之
堂
」（
み
つ
の
ど
う
）
と
呼
ば
れ

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に「
護
法
堂
」（
二

棟
）、「
壽
量
院
」「
鐘
楼
」「
金
剛
堂
」

の
五
棟
を
加
え
て
の
八
棟
の
国
指
定

の
文
化
財
と
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。

仏
像
で
は
、
平
安
時
代
に
彫
刻
さ
れ

た
釈
迦
三
尊
・
四
天
王
・
阿
弥
陀
如

来
坐
像
と
鎌
倉
時
代
に
彫
刻
さ
れ
た

性
空
坐
像
が
国
指
定
の
文
化
財
で

す
。

　

そ
の
他
に
京
都
の
清
水
寺
と
同
じ

舞
台
作
り
が
見
事
な
「
摩
尼
殿
」、

別
名
弁
慶
の
学
問
所
と
呼
ば
れ
て
い

る
「
護
法
堂
拝
殿
」
な
ど
数
多
く
の

県
・
市
指
定
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
一
五

年
に
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
「
ラ

ス
ト 

サ
ム
ラ
イ
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
武
蔵 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

の
ロ
ケ
地
に
も
な
り
、
全
国
か
ら
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

姫
路
西
消
防
団
は
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
が
区
域
内
に

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
と

し
、
こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た

め
、
毎
年
、
消
防
署
と
の
合
同
消
防

訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
二
月
三
一
日
か
ら
一
月

一
日
の
夜
明
け
の
間
、
参
拝
者
の
増

加
に
よ
る
火
気
の
不
始
末
な
ら
び
に

　

本
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
」
の
ペ
ー
ジ

は
、
平
成
一
三
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
以
来
、
皆
さ
ま
に
も
積

極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

六
二
あ
る
県
下
の
各
消
防
団
ご
と

に
、
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

広
く
一
般
の
方
々
に
消
防
団
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
市
町
消
防
団
事
務
局
を

通
じ
て
、
各
消
防
団
の
ペ
ー
ジ
の
更

新
・
新
設
の
依
頼
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ペ
ー
ジ
の
更
新
・
新
設
を
希
望
さ

れ
る
消
防
団
は
事
務
Ｐ
Ｒ
記
事
を
消

防
協
会
事
務
局
ま
で
ご
提
供
く
だ
さ

い
。（
団
独
自
で
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
リ
ン
ク
先
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。）

　

今
後
と
も
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
消

防
団
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各

消
防
団
に
お
け
る
ご
意
見
、
情
報
提

供
等
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
「
ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
」
で
す

「
ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
」
の

�

ペ
ー
ジ
の
更
新
に
つ
い
て
　

�

県
消
防
協
会
事
務
局

編
集
後
記

　
古
刹
・
書
写
山
圓
教
寺
を
た
ず
ね
て

�

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

雑
踏
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
為
の
警

備
、
さ
ら
に
、
一
月
一
八
日
の
鬼
追

い
式
に
お
い
て
は
松
明
を
頼
り
に
法

要
が
行
わ
れ
る
為
、
火
災
予
防
を
目

的
と
し
た
警
備
等
を
、
地
元
分
団
を

中
心
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
消
防
団
の
統
一
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
地
防
地
災
（
地

域
で
防
ぐ　

地
域
の
災
害
）」
の
示

す
と
お
り
、郷
土
愛
の
精
神
の
も
と
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

摩　尼　殿（まにでん）

食　　堂（じきどう）

大　講　堂（だいこうどう）

「こんにちは！ひょうごの消防団です」ホームページ


